



















































































































































































つまり「支配とは自由を意味する｣， 「神性とは，聖書では自由を意味する」 (KD､ 1,
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体の構成 (a)父とは誰なのか (b)子とは誰鞍のか (c)聖霊と












































































































































































































































































































ロの表現に従うならば(IIコリ3: 18,4: 6, 1コリ 13: 12),変容され
るのは顔である。聖霊の形態とは， この聖霊の顔のことである。しか
もそれは，聖霊が父と子に向き，父と子が聖霊に向くときに現れる顔，
つまり三位一体の中で栄光が顕れる(manifestiere'')ときの顔である。
第5章の鹸後に（第五節「一回性という三位一体の原理｣）モルトマ
ンは，三位一体論に「上位概念」を持ち込むことによって生ずる危険
性を指摘し，決して包括的上位概念を用いてはならないことを強調し
ている。しかしではなぜ抽象化してはならないのであろうか。それは，
内在的三位一体の生命においては全てが「一回的」だからである。神
の本質においては全てが一回的であるため，内在的三位一体について
の教理は根本的には｜~物語る」ことができるだけであり，包摂するこ
とは許されていない。 「人は具体的なものにとどまらなければならな
い｣“)。キリスト教神学の中心となるのは，三位一体の神が御自身の中
で経験する永遠なる腱史(GeschiChte)である。物語るには時間が必
要であり，時間を解消してしまう抽象化よりも， このようなあり方の
ほうが神の永遠の現在にいっそうふさわしい。具体的な特異性にとど
まるには，一方を他方の後に物語るという時間をとらなければならな
い。
論理的にであれ認識論的にであれ，神性の本質についての教説を三
位一体論の前に置くことは，様態説に近づくことであり，われわれは
これを避けなければならない。われわれは神の統一性という不可避的
思想を三位一体的に表現する必要がある。 この神の統一性は，父と子
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と聖霊の三位一体の中にあるのであり，前者は後者に先立つものでも
後に来るものでもない。また原因の概念や， それに基づく専制君主制
の思想を適用する際にも注意しなければならない。それは比噛的な意
味においてのみ可能であることを決して忘れてはならないのである。
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